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平成２３年１０月定例教育委員会会議録 

 

平成２３年度塩尻市教育委員会１０月定例教育委員会が、平成２３年１０月２０日、午後１時１０

分、塩尻総合文化センター大会議室に招集された。 

 

会 議 日 程 

１ 開 会 

 

２ 前回会議録の承認 

 

３ 教育長報告 

報告第１号  主な行事等報告について 

報告第２号  １１月の行事予定等について 

報告第３号  後援・共催について 

 

４ 議 事 

  議事第１号  教育委員会の自己点検・評価について 

 

５ その他 

  その他第１号  実施計画要望事業について＜非公開＞ 

 

６ 閉 会 

 

○ 出席委員 

委員長 小 澤 嘉 和  職務代理者 渡 辺 庸 子

委 員 

教育長 

田 中 佳 子

御 子 柴 英 文

 委 員 石 井  實

     

○ 説明のため出席した者  

こども教育部長 
生涯学習部長 

 

社会教育課長 

平出博物館館長 

 
市民交流センター 

次長（図書館長） 

平 間 正 治

加 藤  廣

 

中 野 実 佐 雄

鳥 羽 嘉 彦

 
内 野 安 彦

 

 教育総務課長 
生涯学習部次長 
（スポーツ振興課長） 

文化財担当課長 
男女共同参画・人 
権課長 

市民活動支援課長 

古 畑 耕 司

濱  俊 樹

 

渡 邊 泰

熊 谷 善 行

 
清 水  進

こども課課長補佐 羽 多 野 繁 春  家庭教育室室長補 

佐 
赤 津 光 晴

 

○ 事務局出席者 

教育企画係長 上 條  史 生    
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１ 開会 

小澤委員長 全員おそろいですので、ただいまから１０月の定例教育委員会を開会いたします。よろ

しくお願いいたします。 
  本日、中学校の音楽会が午後２時５分からありますので、午後２時までという時間限定で進めた

いと思いますけれど、御協力をよろしくお願いします。 

 

２ 前回会議録の承認について 

小澤委員長 それでは、次第に従いまして２番、前回会議録の承認について、事務局からお願いしま

す。 

上條教育企画係長 前回９月定例教育委員会の会議録につきましては、既に御確認をいただいており

ます。本会議終了後に御署名をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
小澤委員長 よろしいでしょうか。 

ありがとうございます。それでは、よろしくお願いいたします。 
 
３ 教育長報告 

小澤委員長 ３番、教育長報告に入ります。教育長から総括的にお願いします。 

御子柴教育長 それでは、項目のみということでお願いいたします。特に学校関係が今回多いですが、

１０月１４日の音楽会、小学校ですが、感動のうちに終わったというふうに思います。中学校の音

楽会はきょうということで、後ほど参観していただきます。 

  ２番目ですが、３０人規模学級のことが新聞等で成果等報道されておりますが、市内でも中学校

の３校で本年度からスタートしておりまして、順調に進んでいるというふうに考えております。 

  ３番目ですが、全国学力テストの件、これも問題等が公表されたりしておりますが、市内でも、

本年度は特殊事情がございまして、日にち等は一律にできませんでしたけれども、全小中学校で行

っております。 

  ４番目です。生徒指導関係につきまして、夏休み後の生徒指導と絡んで、１０月あたりは、事故

が起きる月であったり、あるいは生徒指導関係の問題が起きてくるというようなことも言われるわ

けですが、小学校、中学校ともに、それぞれ学校で子供たちと向き合うことを大事にしながら進め

ていただいております。また、事例が出てきた場合には状況に応じて、協議会等で報告をさせてい

ただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

また出ていただくことも、委員さん方には特に多々あるわけですが、今週は男女共同参画フェス

ティバルという県の大会が予定されていたり、また幾つかありますがよろしくお願いしたいという

ように思います。 

  もう１点、このような雑誌、御存じかというように思うんですけども、塩尻では木曽楢川小が取

り上げられまして、４ページですか、かなり誌面を割いて、特に食器あるいは食育等のことが掲載

されておりますので、また参考にしていただければというふうに思います。よろしくお願いします。

以上です。 

小澤委員長 教育長への御質問等ございますでしょうか。 
  私のほうから１点いいですか。全国学力テスト、全校が取り組んだと。その成績処理については、

教育委員会のほうへ一括して報告するのか、あるいは各学校で対応するのか。お願いします。 

御子柴教育長 学校等の要望もあったりして、業者に成績処理をお願いするということで進めており

ます。それで、今までのとおり各校の分析、公表等については、今までの実績がありますので、そ

れに準じた形で行っていきたいというふうに考えております。また、市の全体の結果等についても、
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学校長に知らせて各校を参考にして役立てていただくというようなことで考えております。よろし

くお願いします。 

小澤委員長 ありがとうございました。 

 

○報告第１号 主な行事等報告について 
小澤委員長 それでは、報告第１号、主な行事等報告についてお願いしたいと思います。資料の１、

２ページであります。委員の皆さん、御意見、御質問ありましたら、どうぞ。ロードレース、短歌

フォーラムと大きな行事がありましたけれども、いかがでしょうか。 
 

○報告第２号 １１月の行事予定等について 

小澤委員長 １１月の行事予定、３ページですけれど御確認等ございますでしょうか。それぞれ見て

くださってありますので、よろしいですか。 
１１月の定例教育委員会、１１月１８日の午後１時１０分からです。よろしくお願いします。 

 
○報告第３号 後援・共催について 

小澤委員長 次に報告第３号、後援・共催についてであります。資料の４ページから６ページです。

御質問ございますでしょうか。 

 

４ 議事 

  ○議事第１号  教育委員会の自己点検・評価について 

小澤委員長 それでは、議事第１号、教育委員会の自己点検・評価についてを議題といたします。事

務局の説明を求めます。 

上條教育企画係長 よろしくお願いいたします。資料につきましては、別冊で資料Ｎｏ．４でござい

ます。教育委員会自己点検・評価報告書（案）について、お願いいたします。この案件につきまし

ては、平成１９年の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴いまして、すべての

教育委員会が毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、そ

の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに公表すると規定されたことに伴い

まして、塩尻市教育委員会においては、平成２０年度事業の評価について平成２１年度から制度の

導入を行ってまいりました。今回、平成２２年度の事業につきます点検・評価の結果を報告書にま

とめたということでございます。この資料１ページからごらんいただきたいんですけれども、今年

度から教育委員会の活動状況をまとめたものを冒頭に掲載するように改めました。 
また、１１ページからが各施策の個表でございます。教育委員さんには既に評価の内容を確認い

ただきまして、教育委員としての評価、それから意見について協議をいただきました。その内容を

各施策ごとに記載してあります。この評価のもとになる市で行っております行政評価の内容が、平

成２２年度から新しい形になりましたので、昨年度とは評価表が変わっておりますけれども、これ

までＡ４、１枚だったものが、見開き２ページという形に今年度から改まっております。この点に

ついても既に御確認をいただいている点でございますけれども、本報告書の内容を確定することに

つきまして、きょう議事として取り上げさせていただいておりますので御審議の上、よろしくお願

いいたします。以上です。 
小澤委員長 先月の協議会の席、あるいは１０月４日に臨時に協議会を開催しまして、その席におい

て教育委員さん方、学習がてら自己評価表について検討していただいたわけであります。それに基

づいて事務局のほうで作成していただいた報告書であります。委員の皆さん、ここで補足等の御意
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見がありましたら出していただくということで進めてまいりたいと思います。それで時間の関係上、

逐一、一つずつ検討するという時間がございませんので、順に石井さん、田中さん、渡辺さん、そ

して私ということで、お家のほうで読んできていただいてあると思いますので、評価・意見の欄を

中心に御意見をいただきたいと思います。どこからでも結構でありますので、石井さんのほうから

気がついた点、発表していただきたいと思います。 

石井委員 １０月４日に我々、協議会を開いてですね、こういった意見をとりまとめたわけでござい

まして、別に訂正する箇所、追加する箇所ございませんので、私はこれで賛同いたします。 

小澤委員長 ありがとうございます。それでは、田中さんお願いします。 
田中委員 私も１０月４日に申し上げたんですけれども、なかなかお伝えできなかったところがあり

まして、少しお話申し上げたいと思います。まず、きょういただきました資料の１８ページの１章

２節２項のところです。元気っ子応援事業は市外からも注目されている事業でして、ゼロ歳から１

８歳の一人一人に応じた育ちを応援していく事業なんですけれども、今の現状では学校の先生の受

けとめ方としては、年中から４年生までのこども、つまり、５歳から１０歳までの児童が対象とい

うことで元気っ子相談ですとか、フォローアップというような見方をされています。１１歳以降、

今の５年生から中学校３年生くらいまでは思春期ということもあり、低学年よりも問題が顕在化す

ることのある１１歳から１５歳までの年齢ですので、今後は、元気っ子応援事業を１１歳から１５

歳までと、そういうようなところも事業を充実させていってほしいと思います。 

  それから次は２０ページの１章２節３項のところで、こちらのほうでは子供の居場所づくりとい

うことで、児童クラブの利用について、ここにあるとおりなんですけれども、やはり高学年になり

ますと児童クラブに入れなくなってしまいまして、お家の方が放課後、家にいらっしゃれないと、

そのお家がたまり場になってしまったり、親の知らない買い物がしてあって、それがお家において

あるということで保護者の方の心配も聞きます。そして保護者が放課後不在の中で、宿題等の取り

組みに関しても課題があるということを聞きますので、その居場所の中で学習支援等もしていくよ

うに今後考えていただけたらと思います。 

  もう一つ、済みません、２８ページの１章４節２項のところですけれども、平出遺跡縄文廃村地

区の平安地区のところで整備していただいたと思うんですけれども、先日、平出博物館のあたりを

通っておりましたら、今はやりの山ガールの服装の方が平出の坂を上がっていらっしゃいました。

比叡ノ山があそこにあると思うんですけれども、高尾山までとは言わなくても、整備して、観光の

一つの立ち寄り場所というふうに整備していただけたらなと思います。縄文から現代の今までにわ

たって変わらずに、比叡ノ山はあそこにあって、必ずや縄文時代の人も弥生時代の人も、それぞれ

の時代の人が登って、そこからの眺めを見て思ったこともあると思いますので、整備されたらいい

かなと思います。ただ、もしかしたら熊が出るかもしれないですとか、所有者の問題があるかもし

れませんので、そこはちょっと考えていかなければいけないかと思います。以上です。 

小澤委員長 それでは渡辺さん、お願いします。 

渡辺職務代理者 この間５人で臨時の会議をやったんですけれど、その中で発言された部分について

は、１００％までとはいかないけれどもほとんど網羅された意見・評価が書かれておりますので、

これで結構だと思います。うまくまとめてくださいましてありがとうございました。 

小澤委員長 委員の皆さん、臨時の協議会を開いて、そこで、思いとか、自分の願い等々発表されま

したので、この評価の表記等々、これでよろしいとこういうことであります。 
  最後に私のほうですけれども、私としては特に評価・意見の文言のことについて、自分なりに検

討してきましたので、発表させてもらいます。細かくなりますけどお許しください。一気にいきた

いと思います。１１ページ教育委員会の運営ですけれども、１行目、「会議の性格上」という言葉
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は、解釈しずらい面もありますので、これはカットいたしました。 

１３ページ、２つ目の黒丸です。言ってる内容がやや複雑というか、すっきりしませんでしたの

で、こういうふうに直しました。「ＣＡＰプログラムなど、児童生徒と保護者が参加する学校人権教

育と連携するなど、横の連携により云々」というふうに直しました。 

次に１５ページです。１５ページの３行目後段です。私は特に地域よりもむしろ家庭が意識向上

しなくちゃいけないと思っておりますので、「地域や家庭における男女共同参画の意識向上に向けた

取り組みが必要である。」そんなふうに直してみました。 

３０人規模の成果が大きくあらわれているという項で、先ほどの教育長の話にありますので、「３

０人規模学級導入の成果がみられている。年次進行に向けての取り組みを推進していく。」という文

言を加えたらどうかなと思います。 

２５ページ、過日、地域の集まりの中で「スポーツの大切さ、健康志向の大切さ、よくわかるけ

れども、行ける者はいいんだけれども、私みたいにちょっと足が動かないとか、ずくがないという

か、そういうような者たちにもちょっと目を向けてもらいたいな」というお年の方がいましたので、

こんな文言を考えました。「家庭で気軽に取り組めるスポーツの紹介をするなどスポーツへの啓発活

動に取り組む」と。おばあちゃんの思いをくんで書きました。 

２９ページ、これも過日、地域の人が話していた会話を借りてきました。「地域よいとこめぐりな

ど各地区の企画をつなげる取り組みを期待する。」野村なら野村、あるいは吉田なら吉田、東地区な

ら東地区、独自にはいろいろのイベントとか、よいとこめぐりの企画を催して駅などにパンフレッ

トなど置いてあるんだけれども、それは点で終わっているのでちょっともったいないので、それを

線にしたらどうかなっていうようなことをおっしゃったので、それはいいアイデアだなと思い、こ

こへ今いただいたわけであります。 

３３ページ、一番最後のところです。「早ね早おき朝ごはん・どくしょ」市民運動の市民に対する

ＰＲ活動に引き続き力を入れてほしい。その続きに、「毎年の講師の選定は好評である。」と加えて

ください。これも市民の声でありました。 

それでは、ただいま委員の皆さんから御意見をいただきましたけれども、その内容を踏まえ、事

務局のほうで調整をした上で、平成２２年度の報告書を確定することに決したいわけでありますけ

れど、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

小澤委員長 ありがとうございました。それでは提出された報告書を調整の上、確定することを決定

いたします。今後市議会への報告を経て公開されることになりますのでよろしくお願いいたします。 

  次へ進みたいと思います。 

 

５ その他 

  ○その他第１号  実施計画要望事業について＜非公開＞ 

６ 閉会 

小澤委員長 それでは、ありがとうございました。以上で１０月の定例教育委員会を閉会といたしま

す。ありがとうございました。御協力に感謝いたします。それでは、委員の皆さん、音楽会、レザ

ンホールのほうへおいでください。 
 
○ 午後１時５５分に閉会する。 

以上 

 


